
バリエーション

小型／省エネ／吐出量アップの
ポリプロピレン（PP）を追加！

50%減
（5000cm3 ⬅ 10000cm3）

30%減
（270cm2 ⬅ 383cm2）

容積

設置
面積

185
mm

185
mm

263
mm

134mm

134mm 202mm

175mm 219mm

202mm

一般製品※

高さ 185mm× 幅 134mm×奥行 202mm

一般製品※

ポリプロピレン アルミニウム ステンレス

※一般製品とは、国内、国外有力3社の口径1/2"カタログ値平均

吐出量：45L/min時
空気消費量［L/min（ANR）］

吐出量（L/min）

30%
（78mm）減

23%
（41mm）減

8%
（17mm）減

小型
ボディ材質

PA50□□
（ポリプロピレン）

PA50□□
（ポリプロピレン）

メーカ 口径 吐出量（L/min）

3/4"

1/2"

一般製品※ 1/2"

メーカ 口径 空気消費量［L/min（ANR）］

3/4"

1/2"

一般製品※ 1/2"

63

170

53

230

50

360

53%
ダウン

36%
ダウン

26%
向上

6%
向上

RoHS

CAT.S100-137A

PA5000 Series

プロセスポンプ
自動運転型／エアオペレート型



幅広い流量に対応

外部の切換弁による制御のため一定サイクルでの動作が可能
◦�吐出量のコントロールが容易
　�外部電磁弁のON/OFFサイクル数で流量調整が簡単にできます。
◦�低流量、低圧作動、気体巻込み時の作動でも
　安定した運転が可能
◦稼動・停止を繰返す用途に最適

エア排気口

切換バルブ エア供給口

吐出口

吸込口

エア供給口

5ポートバルブ

吐出口

吸込口

ボディ接液部 管接続口径 吐出量（L/min）

アルミニウム／
ステンレス

1/2" 5～50

3/4" 5～60

ポリプロピレン
1/2" 5～53

3/4" 5～63

ボディ接液部 管接続口径 吐出量（L/min）

アルミニウム／
ステンレス／
ポリプロピレン

1/2" 1～45

3/4" 1～50

自動運転型／エアオペレート型を用意

接液ボディ材質：
PP（ポリプロピレン）／アルミニウム／ステンレスから選択可能

プロセスポンプ 自動運転型／エアオペレート型 PA5000 Series

エアオペレート型

自動運転型

ボディ材質

ボディ材質 吐出量
（L/min） ダイヤフラム材質

口径

ポリプロピレン
（PP）

1/2" 5～53
PTFE

3/4" 5～63

アルミニウム
（ADC12）

1/2" 5～50 PTFE

3/4" 5～60 NBR

ステンレス
（SCS14）

1/2" 5～50 PTFE

3/4" 5～60 NBR

エア供給口

エア排出口

接液部アルミニウムには油類、ステンレスには溶剤、工業用水、PPには水、酸類、アルカリ類が適します。
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互換性を確保
接液部に摺動部がありません。 アルミニウム（PA51□□）／

ステンレス（PA52□□）との
取付ピッチは同様

吸込配管内の空気を排気して液体を
吸い上げます。

※配管部は除く

179mm 90mm

アプリケーション例

高い耐摩耗性・低発塵

自給式で呼び水不要

軽 量

クーラント液の回収工作機械

プロセスポンプ 自動運転型／エアオペレート型 PA5000 Series

PA50□□ PA51□□ PA52□□

材質 ポリプロピレン（PP） アルミニウム（ADC12） ステンレス（SCS14）

質量（kg） 3.0 3.5 6.5

洗剤の移送洗車機

ヘッド洗浄液の移送印刷機

液体噴霧

液体のかくはん

押込状態での
液体の移送

液体の移送・
回収

ポリプロピレン

3.0kg
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PA5000 Series
外部切換タイプ内部切換タイプ
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型式表示方法

表示記号

プロセスポンプ
自動運転型（内部切換タイプ）／エアオペレート型（外部切換タイプ）

PA5000 Series

オーダーメイド仕様
（詳細はP.14〜16をご参照ください。）

自動運転型 エアオペレート型

FLUID OUT FLUID OUT

AIR EXH FLUID IN

AIR SUP

FLUID IN

P1

P2

RoHS

ATEX対応品
エアオペレートリセットポート付注）

作動回数カウントポート付注）

注）自動運転のみ。

アルミニウム ステンレス ポリプロピレン

Order
Made

011PA 5 04

駆動方式
記号 駆動方式

0 自動運転

3 エアオペレート

ねじの種類

記号 種類
適用接液ボディ材質

ADC12
（アルミニウム）

SCS14
（ステンレス）

PP
（ポリプロピレン）

無記号 Rc ● ● ●

N NPT ● ● ●

F G ● ● ●

T NPTF ● ● ―

接液ボディ材質
記号 接液ボディ材質

1 ADC12（アルミニウム）

2 SCS14（ステンレス）

0 PP（ポリプロピレン）

管接続口径
記号 管接続口径
04 1/2"

06 3/4"

オプション

記号 オプション
適応駆動方式

自動運転 エアオペレート
無記号 なし ● ●

N サイレンサ付※ ● ―

※AIR EXH用：AN20-□02
（□部にはねじ記号：無記号、Nのどちらかが入ります。）

ダイヤフラム材質

記号

駆動方式 自動運転 エアオペレート
ボディ材質

ダイヤ
フラム材質

ADC12
（アルミニウム）

SCS14
（ステンレス）

PP
（ポリプロピレン）

ADC12
（アルミニウム）

SCS14
（ステンレス）

PP
（ポリプロピレン）

1 PTFE ● ● ● ● ● ●

2 NBR ● ● ― ― ― ―
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仕様

自動運転型
型式 PA5110-□04 PA5110-□06 PA5120-□04 PA5120-□06 PA5210-□04 PA5210-□06 PA5220-□04 PA5220-□06 PA5010-□04 PA5010-□06

駆動方式 自動運転

接続
口径

メイン流体
吸込・吐出口

Rc・NPT・G・NPTF めねじ Rc・NPT・G めねじ
1/2" 3/4" 1/2" 3/4" 1/2" 3/4" 1/2" 3/4" 1/2" 3/4"

パイロットエア
供給・排気口

Rc・NPT・G・NPTF 
1/4"めねじ

Rc・NPT・G
1/4"めねじ

材質

ボディ接液部 ADC12 SCS14 PP
ダイヤフラム PTFE NBR PTFE NBR PTFE
チェック弁 PTFE、PFA PTFE、PP、PFA
接液部シール材 PTFE FFKM

使用流体 適応流体表（P.17）をご参照ください。
吐出量 5～50L/min 5～60L/min 5～50L/min 5～60L/min 5～50L/min 5～60L/min 5～50L/min 5～60L/min 5～53L/min 5～63L/min
平均吐出圧力 0～0.6MPa
パイロットエア圧力 0.2～0.7MPa
空気消費量 流量特性（P.6）をご参照ください。

吸込注1）

揚程
ドライ 2mまで（ポンプ内部が液で満たされていない状態）
ウェット 6mまで（ポンプ内部が液で満たされている状態）

騒音 78dB（A）以下（オプション：サイレンサAN20装着時）
耐圧 1.05MPa
ダイヤフラム寿命注4） 5000万回
使用流体温度 0～60℃（凍結なきこと）
周囲温度 0～60℃（凍結なきこと）
最高使用粘度 5000mPa・s
推奨使用サイクル ―
パイロットエア用電磁弁推奨Cv値注3） ―
重量 3.5kg 6.5kg 3.0kg
取付姿勢 水平（下面取付）
梱包 一般環境

エアオペレート型
型式 PA5113-□04 PA5113-□06 PA5213-□04 PA5213-□06 PA5013-□04 PA5013-□06

駆動方式 エアオペレート

接続
口径

メイン流体
吸込・吐出口

Rc・NPT・G・NPTF めねじ Rc・NPT・G めねじ
1/2" 3/4" 1/2" 3/4" 1/2" 3/4"

パイロットエア
供給・排気口

Rc・NPT・G・NPTF 
1/4"めねじ

Rc・NPT・G
1/4"めねじ

材質

ボディ接液部 ADC12 SCS14 PP
ダイヤフラム PTFE
チェック弁 PTFE、PFA PTFE、PP、PFA
接液部シール材 PTFE FFKM

使用流体 適応流体表（P.17）をご参照ください。
吐出量 1～45L/min 1～50L/min 1～45L/min 1～50L/min 1～45L/min 1～50L/min
平均吐出圧力 0～0.4MPa
パイロットエア圧力 0.1～0.5MPa
空気消費量 空気消費量グラフ（P.8）をご参照ください。

吸込注1）

揚程
ドライ 0.5mまで（ポンプ内部が液で満たされていない状態）
ウェット 6mまで（ポンプ内部が液で満たされている状態）

騒音 72dB（A）以下（クイックエキゾースト、
電磁弁の排気音を除く）

耐圧 0.75MPa
ダイヤフラム寿命注4） 5000万回
使用流体温度 0～60℃（凍結なきこと）
周囲温度 0～60℃（凍結なきこと）
最高使用粘度 5000mPa・s
推奨使用サイクル 1～7Hz（0.2～1Hzでも条件により可）注2）

パイロットエア用電磁弁推奨Cv値注3） 0.45
重量 3.5kg 6.5kg 3.0kg
取付姿勢 水平（下面取付）
梱包 一般環境

注1）サイクルは2Hz以上の場合。
注2） 初期吸込時、1～7Hzで作動させ液を吸込ませ

た後、低サイクル作動させることにより使用
が可能です。
その際、液が多量に出ますので、問題のある
場合は吐出口に適度な絞りを入れてください。

注3） 使用サイクルが少ない場合は、小さなCv値の
バルブでも作動可能です。

注4） 常温・清水時の参考値であり、保証値ではあ
りません。詳細はP.20をご参照ください。

※各数値は、常温・清水時を示します。
※メンテナンス部品はP.9をご参照ください。
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性能曲線／自動運転型

PA51
2□0-□06 流量特性

PA5010-□06 流量特性

PA51
2□0-□04 流量特性

PA5010-□04 流量特性
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要求仕様例：吐出量27L/min、吐出圧力0.25MPaの場合のパイロットエア圧力とパイロットエアの空気消費量を求めます。
＜移送流体を清水（粘度1mPa・s、比重1.0）とします。＞
※吐出圧力でなく、全揚程を求めたい場合、吐出圧力0.1MPaが全揚程10mに相当します。

選定手順
1.まず吐出量27L/minの線と、吐出圧力0.25MPaの交点に印を付けます。
2.�印を付けた点からパイロットエア圧力を求めます。この例の場合、SUP=0.4MPaと0.5MPaの吐出曲線（実線）の間であり、その比例
関係からこの点のパイロットエア圧力は約0.49MPaになります。

3.�次に、空気消費量を求めます。印を付けた点は空気消費量150L/min（ANR）と200L/min（ANR）の吐出曲線（一点鎖線）の間であり、
その比例関係から、この点の空気消費量は最大195L/min（ANR）程度になります。

流量特性グラフからの選定方法(PA5□□0の場合)

　 注意
q流量特性は、清水（粘度1mPa・s、比重1.0）の場合のものです。
w吐出量は移送する流体の性質（粘度、比重）や使用条件（揚程、移送距離）などにより大きく異なります。
e空気消費量とコンプレッサの関係は空気消費量100L/min(ANR)あたり0.75kWを目安にしてください。
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性能曲線／自動運転型

要求仕様例：吐出量12L/min、吐出圧力0.25MPa、粘度100mPa・sの場合のパイロットエア圧力とパイロットエアの空気消費量を求
めます。

選定手順
1.まず上のグラフから粘度100mPa・sの場合の清水に対する吐出量の比率を求めます。68％であることがわかります。
2.次に、要求仕様例では、粘度100mPa・sで吐出量12L/minであり、これは清水時の吐出量の68％に相当するので 

12L/min÷0.68=17.6L/minと清水時に17.6L/minの吐出量が必要になります。
3.あとは流量特性グラフからの選定に基づきパイロットエア圧力・パイロットエアの空気消費量を求めてください。

粘度特性グラフからの選定方法

粘度特性

　 注意
使用可能粘度は5000mPa・sまでです。

100

50

0
0 5000100010010

清
水
に
対
す
る
吐
出
量
の
比
率（
%
）

粘度（mPa・s）

動粘度と粘度の関係は次式のようになります。

動粘度n［m2/s］＝
粘度m［Pa・s］
密度r［kg/m3］

一般的によく使われる単位系では、

動粘度n［cSt］＝
粘度m［mPa・s］
密度r［g/cm3］

　となります。

また、1［mPa・s］＝1［cP］となります。
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性能曲線／エアオペレート型

PA5
0
1
2
13-□06 流量特性PA5

0
1
2
13-□04 流量特性

切換サイクル4Hz、パイロットエア圧力0.4MPaで使用している場合の空気消費量をグラフから求めます。
選定手順
1.切換サイクル4Hzから立ち上げ、SUP=0.4MPaとの交点を求めます。
2.先に求めた交点から、Y軸に線を引き、空気消費量を求めます。結果、約230L/minになります。

空気消費量の算出方法(PA5□13の場合)

PA5
0
1
2
13 空気消費量

サイクル(Hz)

空
気
消
費
量（
L
/m
in［
A
N
R
］）

400

350

300

250

200

150

100

50

0
10 32 54 76

SUP=0.5MPa

SUP=0.3MPa

SUP=0.4MPa

SUP=0.2MPa

SUP=0.1MPa

230

要求仕様例：�吐出量15L/min、吐出圧力0.14MPaの場合のパイロットエア圧力を求めます。
＜移送流体は清水（粘度1mPa・s、比重1.0)とします。＞
注1）吐出圧力でなく、全揚程を求めたい場合、吐出圧力0.1MPaが全揚程10mに相当します。

選定手順
1.まず吐出量15L/minの線と、吐出圧力0.14MPaの交点に印を付けます。
2.印を付けた点からパイロットエア圧力を求めます。この例の場合（切換サイクル3Hz）、SUP=0.2MPaと0.3MPaの吐出曲線（破線）の
間であり、その比例関係からこの点のパイロットエア圧力は約0.22MPaになります。

流量特性グラフからの選定方法(PA5□13の場合)

　 注意

　 注意

q流量特性は、清水（粘度1mPa・s、比重1.0）の場合のものです。
w吐出量は移送する流体の性質（粘度、比重）や使用条件（揚程、移送距離）などにより大きく異なります。

q空気消費量は、移送する流体の性質（粘度、比重）や使用条件（揚程、移送距離）などにより大きく異なります。
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自動運転型

qエアを供給すると、切換バルブを通って駆動室Bに入ります。
wダイヤフラムBが右方へ移動し、同時にダイヤフラムAも右方へ移動してパイロットバルブAを押します。
eパイロットバルブAが押されるとエアが切換バルブに作用し、駆動室Aが供給の状態に切り換わり、駆動室Bに入っていたエアは、外
　部へ排出されます。
rエアが駆動室Aに入ると、ダイヤフラムBは左方へ移動し、パイロットバルブBを押します。
tパイロットバルブBが押されると、切換バルブに作用していたエアが排出され、再び駆動室Bが供給の状態に切り換わります。この繰
　返しにより連続的に往復動します。

q駆動室Bにエアが入ると、ポンプ室Bの流体が押し出され、同時にポンプ室Aに流体が吸込まれます。
wダイヤフラムが反対に移動するときは、ポンプ室Aの流体が押し出されポンプ室Bに吸込まれます。
eダイヤフラムの往復動により連続的に吸込・吐出を行います。

駆動部

制御部

エアオペレート型

qP1ポートにエアを供給すると、駆動室Aにエアが入ります。
wダイヤフラムAは左方へ移動し、同時にダイヤフラムBも左方へ移動します。
eポンプ室Aの液体は吐出口へと押し出され、ポンプ室Bでは吸込口より液体を吸込みます。
r�P2ポートにエアを供給すると、逆のことがおこります。外部電磁弁（5ポート弁）を制御してこれを繰返すことにより連続的に液体の
吸込・吐出を行います。

作動原理

メンテナンス部品

¡�プロセスポンプは、基本的に分解を推奨していませんが、必要な場合は必ずメンテナンス要領書に従い作業を行っ
てください。

¡適切な保護具を着用して作業を行ってください。

駆
動
部

制
御
部

パイロットバルブA パイロットバルブB

ダイヤフラムBダイヤフラムA 駆動室A 駆動室B

ポンプ室B

切換バルブ

エア排気口
（AIR EXH）

チェック弁

ポンプ室A

吐出口（FLUID OUT）

シャフト

エア供給口（AIR SUP）

吸込口（FLUID IN）

駆
動
部

外
部
電
磁
弁

P1 P2

5ポート電磁弁

ダイヤフラムBダイヤフラムA 駆動室A 駆動室B

チェック弁

ポンプ室B

吐出口（FLUID OUT）

ポンプ室A

シャフト

エア供給口
（AIR SUP）

吸込口（FLUID IN）

内容
PA5000（アルミ、SUS仕様） PA5000（PP仕様）

PA51
210 PA51

220 PA51
213 PA5010 PA5013

ダイヤフラムセット KT-PA5-31 KT-PA5-32 KT-PA5-31 KT-PA5-831
チェック弁セット KT-PA5-36 KT-PA5-836
切換弁部品セット KT-PA5-37 ― KT-PA5-37 ―
パイロットバルブセット KT-PA5-38 ― KT-PA5-38 ―
マニュアルキャップAss'y KT-PA5-45 ― KT-PA5-45 ―
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回路例（1）

配管図

ポンプの取付姿勢は取付ブラケットを下面にしてください。エア供給口＜AIR SUP＞に供給するエアはAFフィルタ等を通過した清浄な
ものをご使用ください。ゴミやドレン等が混じったエアは、内蔵切換弁に悪影響を与えポンプの誤動作を生じさせます。特に清浄化が
必要な場合はフィルタ（AFシリーズ）と共にミストセパレータ（AMシリーズ）も併用してください。
継手や取付ボルトの締付トルクを守ってください。ゆるいと液体漏れやエア漏れが発生し、締付け過ぎるとねじ部や部品の破損となり
ます。

＜起動と停止＞回路例（1）参照
1.エア供給口＜AIR SUP＞にエア配管、吸込口＜FLUID IN＞・吐出口＜FLUID OUT＞に移送流体用配管を接続してください。
2.減圧弁によりパイロットエア圧力を0.2〜0.7MPaの範囲内で設定します。そして、エア供給口＜AIR SUP＞の3ポート電磁弁を通電

させるとポンプが作動し、エア排気口＜AIR EXH＞から排気音がし始め、流体が吸込口＜FLUID IN＞から吐出口＜FLUID OUT＞へ
流れます。
この時、吐出側の絞りは開いた状態です。呼び水がなくても自力で吸込みます。（ドライ状態での吸込揚程：2m）排気音を絞る場合は、
エア排気口＜AIR EXH＞にサイレンサ（AN20-02：オプション）を取付けてください。

3.ポンプを停止される時は、エア供給口＜AIR SUP＞の3ポート電磁弁によりポンプに供給している圧力を排気してください。また、
吐出側の絞りを閉じてもポンプは停止しますが、ポンプに供給しているエアをすみやかに排気してください。

＜吐出流量の調整＞
1.吐出口＜FLUID OUT＞からの流量を調整するには、吐出側に接続した絞りで行います。回路例（1）参照。なお、定量吐出ポンプとし

ての用途にはご使用いただけません。
2.吐出流量が仕様範囲未満で使用する場合は、吐出側から吸込側へバイパス回路を設けてプロセスポンプ内の最少流量を確保してくだ

さい。プロセスポンプは最少流量未満の吐出流量では、作動不安定で停止することがあります。回路例（2）参照（最少流量：5L/min）
＜リセットボタンの使い方＞
エアを供給してもポンプが動かない場合などは、リセットボタンを2〜3mm押込んでください。再起動が可能です。リセットボタンを
押すことが頻発する時には、製品ごとの交換、または切換バルブのメンテナンスが必要です。

使用方法

回路例（2）

　 注意

配管と使用方法／自動運転型

エアフィルタ
プロセス
ポンプ

プロセスポンプ

バイパス
回路

ストレーナ

サイレンサ

絞り

移送流体

AIR
SUP

AIR
EXH

FLUID
OUT

FLUID
IN

エア供給源

減圧弁

3ポート
電磁弁

エア供給口
＜AIR SUP＞

吐出口
＜FLUID OUT＞

エア排気口
＜AIR EXH＞

吸込口
＜FLUID IN＞

リセットボタン
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回路例（1）

配管図

配管と使用方法／エアオペレート型

＜起動と停止＞回路例参照
1.パイロットエア供給口＜P1＞＜P2＞に注1）エア配管、吸込口＜FLUID IN＞吐出口＜FLUID OUT＞に移送流体用配管を接続してくだ
　さい。
2.減圧弁によりパイロットエア圧力を0.1〜0.5MPaの範囲内で設定します。パイロットエア供給口の注2）電磁弁を通電させるとポンプ

が作動し、流体が吸込口＜FLUID IN＞から吐出口＜FLUID OUT＞へ流れます。この時、吐出側の絞りは開いた状態です。呼び水が
なくても自力で吸込みます。（ドライ状態での吸込揚程：0.5mまで）排気音を絞る場合は、電磁弁のエア排気口にサイレンサを取付け
てください。

3.ポンプを停止されるときは、エア供給口の電磁弁によりポンプに供給している圧力を排気してください。

注1）高透過性の流体に使用する場合は、排気に含まれたガスにより、電磁弁が作動不良を起こすことがあります。電磁弁側に排気がい
かない処置をしてください。

注2）電磁弁はエキゾーストセンタの5ポート弁または、残圧排気用3ポート弁とポンプ駆動用4ポート弁を組合せて取付けてください。
ポンプ停止時に駆動室内のエアが抜けないと、ダイヤフラムが加圧された状態となり寿命が短くなります。

＜吐出流量の調整＞
1.吐出口＜FLUID OUT＞からの流量は、エア供給口の電磁弁の切換サイクルを変えることにより容易に調整できます。

使用方法

回路例（2）

継手や取付ボルトの締付トルクを守ってください。ゆるいと液体漏れやエア漏れが発生し、締付け過ぎるとねじ部や部品の破損となり
ます。

　 注意

推奨バルブ

エアフィルタ
絞り

プロセス
ポンプ

ストレーナ

移送流体

P1

P2

FLUID
OUT

FLUID
IN

エア供給源

減圧弁

5ポート電磁弁
（エキゾーストセンタ）

プロセス
ポンプ

ストレーナ

絞り

移送流体

P1

P2

FLUID
OUT

FLUID
IN

エア供給源

エアフィルタ
減圧弁

3ポート
電磁弁

4ポート
電磁弁

PA5□13 VQZ24□0（エキゾーストセンタ）

パイロットエア
供給口：P1
＜AIR SUP＞

吐出口
＜FLUID OUT＞

パイロットエア
供給口：P2
＜AIR SUP＞

吸込口
＜FLUID IN＞
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179 11.5

4×ø9

9
0

17.5

165

（221）

9
0

AIR SUP
（パイロットエア供給口）
Rc・NPT・G・NPTF 1/4"

リセットボタン

1
2
5
.5

1
0
3
.5

5
8
.5

3.53

AIR EXH
（パイロットエア排気口）
Rc・NPT・G・NPTF 1/4"

202

1
6
7

112

FLUID OUT
Rc・NPT・G・NPTF 1/2",3/4"

FLUID IN
Rc・NPT・G・NPTF 1/2",3/4"

1
3
2
.5

4
8
.5

114

179 11.5

4×ø9

9
0

17.5

9
0

AIR SUP（P1）
Rc・NPT・G・NPTF 1/4"

165

1
2

5
.5

1
0

3
.5

5
8

.5

3.53

AIR SUP（P2）
Rc・NPT・G・NPTF 1/4"

202

1
6

7

114

1
3
2

.5

4
8

.5

FLUID IN
Rc・NPT・G・NPTF 1/2",3/4"

FLUID OUT
Rc・NPT・G・NPTF 1/2",3/4"

112

サイレンサ：AN20-02
（オプション）

PA51
2□0／自動運転型（ADC12／SCS14仕様）

PA51
213／エアオペレート型（ADC12／SCS14仕様）

外形寸法図
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4
5

6
6

サイレンサ：AN20-02
（オプション）

179 11.5

4×ø9

9
0

（241）

9
0

AIR SUP（P2）
Rc・NPT・G 1/4"

3.53

6
6

4
5

AIR SUP（P1）
Rc・NPT・G 1/4"

3 202

1
8

5

182 134

FLUID OUT
Rc・NPT・G 1/2",3/4"

FLUID IN
Rc・NPT・G 1/2",3/4"

114

5
0

9
0

9
0

9
0

179

4×ø9

11.5

FLUID IN
Rc・NPT・G 1/2",3/4"

AIR EXH
（パイロットエア排気口）
Rc・NPT・G 1/4"

114

5
0

9
0

134

FLUID OUT
Rc・NPT・G 1/2",3/4"

1
8
5

202

182

3

リセットボタン

AIR SUP
（パイロットエア供給口）
Rc・NPT・G 1/4"

3 3.5

外形寸法図

PA5010／自動運転型（PP仕様）

PA5013／エアオペレート型（PP仕様）
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qATEX対応品

PA5000 Series

オーダーメイド仕様
詳しい寸法・仕様および納期につきましては、当社にご確認ください。

オプション

オプション

※AIR EXH用
55-PAの場合：2504-□002
56-PAの場合：AN20-□02

（□部にはねじ記号：無記号、Nのどちらかが入り
ます。）

※AIR EXH用：AN20-□02
（□部にはねじ記号：無記号、Nのどちらかが入り
ます。）

駆動方式

駆動方式

記号 駆動方式
0 自動運転
3 エアオペレート

記号 駆動方式
0 自動運転
3 エアオペレート

ねじの種類

ねじの種類

記号 種類
無記号 Rc

N NPT
F G
T NPTF

記号 種類
無記号 Rc

N NPT
F G

接続口径

接続口径

記号 口径
04 1/2"
06 3/4"

記号 口径
04 1/2"
06 3/4"

接液ボディ材質

接液ボディ材質

記号 ボディ材質
1 ADC12（アルミニウム）
2 SCS14（ステンレス）

記号 ボディ材質
0 PP（ポリプロピレン）

ダイヤフラム材質

ダイヤフラム材質

※外形寸法は、標準品と同じです。

記号 ダイヤフラム
材質

適用駆動方式
自動運転 エアオペレート

1 PTFE ● ●
2 NBR ● —

記号 ダイヤフラム
材質

適用駆動方式
自動運転 エアオペレート

1 PTFE ● ●

記号 オプション
適用駆動方式

自動運転 エアオペレート
無記号 なし ● ●

N サイレンサ付※ ● −

記号 オプション
適用駆動方式

自動運転 エアオペレート
無記号 なし ● ●

N サイレンサ付※ ● −

Order
Made

1 1 0 04
ATEX指令対応品

ATEX指令対応品

55 ATEX指令カテゴリー2対応品
56 ATEX指令カテゴリー3対応品

56 ATEX指令カテゴリー3対応品

PA555

0 1 0 04PA556

●接液ボディ材質：アルミニウム、ステンレス

●�接液ボディ材質：ポリプロピレン�
56-（ATEX指令カテゴリー3）のみとなります。

For 55-PA51 
2��0: II2G Ex h IIB T6 Gb

 II2D Ex h IIIB T68°C Db
For 55-PA51 

2��3: II2G Ex h IIB T6 Gb
 II2D Ex h IIIB T78°C Db

0°C ≤ Ta ≤ +60°C

For 56-PA51 
2�0: II3G Ex h IIB T6 Gc

 II3D Ex h IIIB T68°C Dc
For 56-PA51 

2�3: II3G Ex h IIB T6 Gc
 II3D Ex h IIIB T78°C Dc
For 56-PA501�: II3G Ex h IIB T6 Gc
 II3D Ex h IIIB T78°C Dc
 0°C ≤ Ta ≤ +60°C
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wエアオペレートリセットポート付

PA51□0/52□0 PA5010

※AIR EXH用：AN20-□02
（□部にはねじ記号：無記号、N
のどちらかが入ります。）

リセットポート

リセット回路例

SMC

Simple construction & compact unit

RESET

AIR
SUP

AIR
EXH

リセットポート3/8" 192175リセットポート3/8"

接液ボディ材質
記号 ボディ材質

1 ADC12（アルミニウム）
2 SCS14（ステンレス）
0 PP（ポリプロピレン）

オーダーメイド仕様
X2 エアオペレートリセットポート付

接続口径
記号 口径
04 1/2"
06 3/4"

ダイヤフラム材質

記号 ダイヤフラム材質
適用接液ボディ材質

ADC12
（アルミニウム）

SCS14
（ステンレス）

PP
（ポリプロピレン）

1 PTFE ● ● ●
2 NBR ● ● ―

オプション
記号 オプション
無記号 なし

N サイレンサ付※

1 1 0 04 X2

ねじの種類

記号 種類
適用接液ボディ材質

ADC12
（アルミニウム）

SCS14
（ステンレス）

PP
（ポリプロピレン）

無記号 Rc ● ● ●
N NPT ● ● ●
F G ● ● ●
T NPTF ● ● ―

PA5
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e作動回数カウントポート付

PA51□0/52□0 PA5010

※AIR EXH用：AN20-□02
（□部にはねじ記号：無記号、N
のどちらかが入ります。）

カウント回路例

SMC

Simple construction & compact unit

RESET

AIR
SUP

AIR
EXH

圧力信号取出し用ポートM5 188圧力信号取出し用ポートM5 171

オプション
記号 オプション

無記号 なし
N サイレンサ付※

接液ボディ材質
記号 ボディ材質

1 ADC12（アルミニウム）
2 SCS14（ステンレス）
0 PP（ポリプロピレン）

ダイヤフラム材質

記号 ダイヤフラム材質
適用接液ボディ材質

ADC12
（アルミニウム）

SCS14
（ステンレス）

PP
（ポリプロピレン）

1 PTFE ● ● ●
2 NBR ● ● ―

ねじの種類

記号 種類
適用接液ボディ材質

ADC12
（アルミニウム）

SCS14
（ステンレス）

PP
（ポリプロピレン）

無記号 Rc ● ● ●
N NPT ● ● ●
F G ● ● ●
T NPTF ● ● ―

オーダーメイド仕様
X8 作動回数カウントポート付

接続口径
記号 口径
04 1/2"
06 3/4"

1 1 0 04PA5 X8

圧力信号
取出し用
ポート

圧力
スイッチ
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プロセスポンプ使用材質と流体との適合性チェックリスト
・下記のデータは材料メーカから提供された資料をもとに作成しております。
・SMCはこのデータの正確さおよびこのデータから生じた損害に対して責任を負いません。
・使用材質と流体の適合性チェックリストは、あくまでも目安としての参考値であり、製品への使用を保証するものではありません。

表のみかた　○：使用可能　×：使用不可　―：ご使用条件により異なりますのでお問合せください。

qご使用になる移送液にあわせて接液部材質を選定し型式を決定し
てください。
・接液部アルミニウムには油類、ステンレスには溶剤、工業用水、

PPには水、酸類、アルカリ類が適します。
・ダイヤフラム材質、NBRには不活性液、PTFEには浸透性のない

液が適します。
・接液部材質を腐食しない流体でご使用ください。

w医用・食品用にはご使用になれません。

e添加物により適応可否が変わります。添加物にもご注意ください。
r不純物により適応可否が変わります。不純物にもご注意ください。
t以下に移送液の例を示します。なお、ご使用になる条件により適

応の可否が変化しますので、必ず実験によりご確認ください。
y流体温度は製品の仕様温度：60℃以下における適合性を示します。

注意

PA5000シリーズ

PA5000 Series

適応流体

注1）エアオペレート型は高透過性液にも使用できますが、透過した成分がエア回路のパッキンなどを侵す場合は使用できません。
　　 また、排気エアにはダイヤフラムを透過したガスの成分が含まれますので、電磁弁に行かないよう処置を行ってください。
注2）静電気発生の可能性があります。静電気対策を施してください。
注3）流体が透過する可能性があり、透過した流体が他材質部分に影響を及ぼすことがあります。
注4）強酸性、強塩基性の薬品、フッ酸は使用不可です。

型式 PA5110 PA5113 PA5120 PA5210 PA5213 PA5220 PA5010 PA5013
ボディ材質 ADC12 SCS14 PP

ダイヤフラム材質 PTFE NBR PTFE NBR PTFE

使
用
液
の
例

水
市水 × ○ ○
純水 × ― ―

油
タービン油 ○ ○ ○
切削油 ○ × ○ × ○
ブレーキ油 ○ × ○ × ○

溶剤

フラックス × ○ × ―
トルエン ○注2） × ○注2） × ―
メチルエチルケトン × ○注2） × ―
アセトン × ○注2） × ―
不活性溶剤 × ○ ○注2）

エチルアルコール ○注2） × ○注2） × ―
イソプロピルアルコール ○注2） × ○注2） × ―
次亜塩素酸ソーダ × × ―
酸類 × × ○注4）

アルカリ類 × × ○注4）

金属腐食性液 × × ×
高浸透性液 × × ×
高透過性液 × ○注1） × × ○注1） × × ○注1）

17



警告
i逆流・逆圧を防ぐ設計にしてください。

プロセスポンプの吐出側から逆圧・逆流が発生すると機器破
損や作動不良の原因となります。回路設計上の安全対策を行
ってください。

o静電気対策について
流体によっては静電気を起こすことがありますので静電気対
策を行ってください。特に引火性流体を流す場合は必ず静電
気対策を行ってください。

!0気体の移送（長時間のカラ運転）ではご使用になれません。
ポンプ内部に液体が入っていない状態や気液混合の状態で長
時間運転すると、ダイヤフラムが破損したり寿命が著しく低
下したりします。カラ運転は初期吸込時のみにしてください。

!1パイロットポートの結露および凍結について
自動運転型の切換バルブ周辺およびAIR EXHポート、エアオ
ペレート型のAIR SUPポートは、供給エアの膨張により急冷
されて、配管が結露することがあります。冬期中の運転では凍
結することもありますので、その水滴が電気部品や装置にか
からないように、対策を行ってください。

注意
qポンプの作動停止について
●PA□シリーズ

・自動運転型の場合、３ポート電磁弁を使用して必ず残圧を
排気してください。プロセスポンプにエアを供給したまま
作動を停止させると、内部部品に負荷がかかり、寿命が低
下します。また、ポンプが残圧を消費しながら停止すると、
内蔵しているパイロットエア切換部が不安定になり、再起
動できないことがあります。再起動できないときはリセッ
トボタンを押してください。

・エアオペレート型の場合、エキゾーストセンタの５ポート
電磁弁、または残圧排気用の３ポート電磁弁とポンプ駆動
用の４ポート電磁弁を組合せて、停止時にはポンプ内部の
残圧を排気してください。停止中にポンプが加圧された状
態になるとポンプの寿命が短くなります。

wパイロットエア圧力は一定にしてご使用ください。
自動運転型ではパイロットエアの圧力変動が50kPaを超える
と作動不良を起こしポンプが停止することがあります。

e逆流について
プロセスポンプ内部のチェック弁は、逆流（吐出側から吸込側
への流れ）を完全に止めるものではありません。そのため、作
動停止時等は吐出側から吸込側へ、徐々に逆流していく場合
があります。対策として、二方弁もしくはチェック弁（逆止弁）
を設置する方法があります。ただし、チェック弁を設置する場
合、クラッキング圧が高いと吸込不良を起こす可能性がある
ので注意が必要です。（クラッキング圧の目安は、0.02MPa
以下です。）

設計上のご注意

警告
q仕様をご確認ください。

用途・流体・環境その他の使用条件を十分考慮し、本カタロ
グに記載の仕様範囲内でご使用ください。

w使用流体について
・引火性流体を流す場合は、接液ボディ材質が金属（アルミニ

ウム、ステンレス）の製品を使用し静電気対策を行ってくだ
さい。

・製品構成材料と使用流体との適合性につきましては、チェ
ックリストにてご確認のうえ、ご使用ください。使用流体は、
種類・添加物・濃度・温度などにより適合性が異なる場合
がありますので材質選定には十分ご配慮ください。

・チェックリスト以外の流体につきましては別途お問合せ願
います。また、使用流体温度範囲内でご使用ください。

・流体中に異物が混入していますと、ポンプ内が磨耗しトラ
ブルを生じることがあります。適切なフィルタ（ストレーナ）
にて除去してください。一般に80〜100メッシュ（150〜
180μm）が目安です。

・凝固性液体を移送する場合はポンプ内で凝固しないように
してください。

・スラリー液の使用に関しましては、当社営業までお問合せ
ください。

・使用流体がプロセスポンプ本体にかからないように、対策
をとってください。

eウォータハンマについて
急激な弁の操作などを行うとウォータハンマにより高い圧力
が加わる場合があります。仕様以上の圧力が加わらないよう
対策を行ってください。
＜対策例＞
・ウォータハンマ緩和弁を用いて弁閉速度を緩やかにする。
・ゴムホースなどの弾性体配管材、アキュムレータなどを使

用し、衝撃圧を吸収する。

r液封について
液封状態にならないように、作動停止時に
は、プロセスポンプの吐出圧力を抜いてく
ださい。
また、右図のようにシステム上に逃がし弁
を設けた回路にしてください。

tプロセスポンプに供給する流体の圧力について
吸込側の流体を加圧してポンプ内に圧送したり、負圧でひい
たりすると寿命が低下します。

yメンテナンススペースの確保をお願いします。
保守点検に必要なスペースを確保してください。製品の液漏
れも考慮してご使用ください。引火性の液体、人体・環境に
影響を及ぼす液体を移送する場合は火気厳禁、立ち入り禁止
にするなどの対策をとってください。

u本製品はダイヤフラムが破損した場合、流体に供給エ
アが混入または流体が本体部（エア切換部）に流入しま
す。供給エアおよびそれに含まれているゴミにより影
響がある場合や、本体構成部品の材質の耐薬品性が合
わない場合は、別途、対策を行ってください。

液封回路の対策

ポンプ 逃がし弁

製品個別注意事項q
ご使用の前に必ずお読みください。
安全上のご注意につきましては裏表紙をご確認ください。

PA5000 Series
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空気源

警告
q清浄な空気をご使用ください。

圧縮空気が化学薬品、有機溶剤を含有する合成油、塩分、腐
食性ガス等を含む時は破壊や作動不良の原因となりますので
使用しないでください。

w低温下での使用時は製品自身の凍結にご注意ください。
機器は圧縮空気を膨張させながら作動します。このときに断
熱膨張により製品内部の温度が下がります。周囲温度が低温
の場合には周囲から熱を得られないので、水分の多い圧縮空
気を使用すると凍結が起こります。このような場合はメンブ
レンドライヤ(IDG等)をご使用いただき凍結対策を行ってくだ
さい。

注意
q作動用空気の質について

・必ずマイクロミストセパレータ(AMD等)を通した空気をご
使用ください。メンテナンス周期を伸ばしたい場合などは
スーパーミストセパレータ(AME等)のご使用が効果的です。

・湿度の高い空気の場合、本体内部で結露する可能性があり
ますので、冷凍式エアドライヤ（IDF等）をご使用いただき結
露対策を行ってください。

・N2ガスなどでポンプを運転されますと、内部パッキンの磨
耗が促進され寿命が著しく短くなることがあります。

w低露点の圧縮空気について
大気圧露点：−40℃を下回る圧縮空気を使用した場合、機器
内部の潤滑特性が早期に劣化し、機器の寿命に影響が及ぶ可
能性があります。大気圧露点：−40℃を下回る低露点空気を
使用環境および作動流体に使用される場合は、貴社の使用条
件にて評価されることを推奨します。

使用環境

警告
q以下の環境で使用しないでください。故障の原因にな
ります。
１．腐食性ガス・有機溶剤・化学薬品の雰囲気およびこれらが

付着する可能性のある場所。
２．海水の飛沫、水、水蒸気のかかる場所。
３．直射日光にて樹脂が紫外線劣化や温度上昇が考えられる場所。
４．周囲に熱源がある風通しの悪い場所（断熱材により熱源を

遮断してください）。
５．衝撃・振動のある場所。
６．過度な湿度・塵埃のある場所。

w水没状態ではご使用になれません。
水中（液中）での使用はしないでください。製品内部の空隙部
に液が入り込み作動不良の原因になります。

e使用流体によっては、可燃性の雰囲気が発生する可能
性がありますので、換気をするなどの対策を行ってく
ださい。

取付け

注意
q取扱説明書を読んだ上で取付けてください。

取扱説明書をよく読んで理解したうえで製品を取付けてくだ
さい。また、いつでも参照できるように保管しておいてくだ
さい。

w製品の取付姿勢を確認してください。
取付姿勢は水平のみです。取付フートが下面になるように取
付けてください。
所定の取付け部分すべてを固定してご使用ください。
ポンプの振動の伝播をきらう場合は、防振ゴムをはさんで取
付けてください。

配管

注意
q配管はフラッシングを行ってください。

配管はフラッシング・洗浄を行ってから製品を接続してくだ
さい。配管にゴミ・スケール等が残っていますと、作動不良
や故障の原因になります。

wポートねじ部が樹脂の製品への管継手の配管はねじ部
材質が樹脂製の継手を使用してください。
ねじ部が金属製の継手を使用すると、ポートが破損する原因
となります。

eねじの締付および締付トルクの厳守
製品に継手類をねじ込む場合、下記適正締付トルクで締付け
てください。
ゆるいと液漏れやエア漏れが発生し、締付けすぎるとねじ部
や部品の破損となります。

PA51
2□□

接続ねじ 適正締付トルクN・m
Rc,NPT,G,NPTF 1/4 12〜14
Rc,NPT,G,NPTF 1/2 28〜30
Rc,NPT,G,NPTF 3/4 28〜30

PA50□□
接続ねじ 適正締付トルクN・m

Rc,NPT,G 1/4 12〜14
Rc,NPT,G 1/2 2〜2.5
Rc,NPT,G 3/4 4〜5

製品個別注意事項w
ご使用の前に必ずお読みください。
安全上のご注意につきましては裏表紙をご確認ください。

PA5000 Series
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注意
wダイヤフラムの寿命と消耗品のメンテナンスについて
・プロセスポンプはダイヤフラムの寿命回数を超えるとダイヤ
フラムが劣化し破損する可能性があります。破損した場合、
使用流体がパイロットエア排気口から漏れ出すとともに、エ
アが液回路に噴出します。ポンプの作動状態（息つぎの有無、
吐出圧力の低下など）、ダイヤフラムの参考寿命回数を考慮
して、できるだけ早めに製品ごとの交換、またはメンテナン
スを行ってください。
・チェック弁、切換弁、パイロット弁、マニュアルキャップな
どは使用状況によってはダイヤフラムより先に不具合が発生
する場合があります。できるだけ早めに、製品ごとの交換、
またはメンテナンスをお願いします。
・メンテナンス時はメンテナンスパーツリスト（各シリーズ参
照）にて必要なパーツを手配し、メンテナンスマニュアル・
取扱説明書に基づいて作業をお願いします。

e修理対応不可についてご了承ください。
・プロセスポンプは様々な液体をご使用いただくため、作業
者の安全性確保、設備面から修理対応はお受けできません。
あらかじめご了承ください。

[ダイヤフラムの参考寿命日数の算出方法]
＜自動運転型＞
　　　　　　　　　A(1往復の吐出量)×B(参考寿命回数)
参考寿命日数＝―――――――――――――――――――――
　　　　　　　流量(L/min)×1日の運転時間(時間)×60(分)

＜エアオペレート型＞

エアオペレート型の1往復の吐出量は配管抵抗により変化しま
すので、寿命日数の計算は、電磁弁の作動頻度から行ってく
ださい。
　　　　　　　　　　　　　B(参考寿命回数)
参考寿命日数＝―――――――――――――――――――――
　　　　　　　電磁弁の作動頻度(Hz)×60(秒)×1日の運転時間(時間)×60(分)

型式 運転方式 ダイヤフラム
材質

1往復の
吐出量A 参考寿命回数B ポンプ内容積(接流体部)

PA51
210

自動運転型
PTFE

約0.10L
5000万回 約315mLPA51

220 NBR

PA51
213 エアオペレート型 PTFE 約0.09L※

PA5010 自動運転型 PTFE 約0.10L
5000万回 約505mL

PA5013 エアオペレート型 PTFE 約0.09L※

※エアオペレート型の1往復の吐出量は配管抵抗なしの場合です。

保守点検

警告
q保守点検は、取扱説明書を参照して実施してください。
当社または代理店から機器の取扱説明書等を入手し、機器に
関して十分な知識を有してから保守点検を実施してください。
取り扱いを誤ると、機器や装置の破損や作動不良の原因とな
ります。

w安全を確保してから作業を行ってください。
機器の取外しおよび圧縮空気の給・排気機器を取外すときは、
圧縮空気と電源を遮断し、システム内の圧縮空気を排気して
から行ってください。必要に応じて残留液の排出や十分な置
換を実施してください。また、機器を再取付けや交換されて
再起動する場合は、安全を確認してから、機器が正常に作動
することを確認してください。

e適切な保護具を使用してください。
点検等でプロセスポンプに触れる場合は、使用流体への適合
性のある手袋などの保護具を着用してください。薬傷の恐れ
があります。

r製品の分解はしないでください。分解された製品につ
きましては保証できません。
分解が必要な場合は当社または代理店へご相談ください。

tドレン抜き
ドレンが機器や配管に溜まったまま運転しますと、機器の作
動不良や出口側への飛散、思わぬ事故の原因になります。
定期的にエアフィルタ等のドレン抜きを行ってください。

y高温流体移送時の注意
高温流体により製品自身も高温となります。直接触れると火
傷する可能性がありますので、高温流体移送時は十分な冷却
時間を確保してください。また、作業する前に、製品温度の
測定を行って、安全を確認することを推奨します。

u本製品（ボディ接液部：PP仕様）は各ボルトの締付トル
クが経時的に、低下することがあります。運転前に増
締めを行ってください。（各ボルトの締付トルクは、メ
ンテナンス要領書を参照してください。）

注意
q高透過性液の移送時の注意
フッ素樹脂に対して高い透過性をもつ液の移送時は機器の内
部の隙間に移送液の成分が入り込んでいる場合があります。
また、機器の外部表面に成分が付着している場合があります。
この場合は移送液に対する取扱いと同様の対応を取ってくだ
さい。

製品個別注意事項e
ご使用の前に必ずお読みください。
安全上のご注意につきましては裏表紙をご確認ください。

PA5000 Series
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当社製品の返却について

警告
人体にとって有害とされる物質、流体、またその残留物が
付着している、または付着の可能性がある製品の返却につ
きましては、安全確保のため当社へ連絡のうえ、適切な洗
浄（無害化処置）を行い、製品引取り依頼書または無害化証
明書を提出後、当社から引取り了承の連絡後に返却くださ
いますようお願いいたします。
有害物質につきましては、国際化学物質安全性カード
（ICSC）などで確認をお願いいたします。
ご不明な点がございましたら、最寄りの当社営業所へお問
合せください。

給油

注意
q無給油で使用できます。

エアオペレート型は給油しないでください。

w給油される場合は連続してください。
エアオペレート型以外で、給油される場合は、タービン油１
種（無添加）ISO VG32を使用し、必ず続けて行ってください。

使用上のご注意

警告
q実機で使用する前にテストを行ってください。

実機でのご使用の前にテストを行ってください。短期間のテ
ストで問題がなくても、液がフッ素樹脂のダイヤフラムを透
過してポンプエア回路に不具合が発生する場合があります。

w保管
使用後長時間保管する場合は液の固着、ポンプ材質の劣化を
防ぐため、十分に液を抜き内部を洗浄、乾燥したうえで保管
してください。

e長期間未使用の場合、ご使用前に試運転を行ってくだ
さい。

rプロセスポンプを運転する前に、各締結部のボルトが
緩んでいないことを確認してください。

t吐出量の調整方法
プロセスポンプの吐出側（FLUID OUT側）に吐出量調整用バル
ブを接続し、バルブの開度を調整することにより吐出量の調
整を行ってください。

y液体や使用条件によって、吐出量が多い（流体の流速が
速い）場合、キャビテーションが発生し、性能低下およ
び故障の原因となります。供給エア圧力を下げる、も
しくは、吐出側に設置した絞りで吐出量を少なくする
など、キャビテーションが発生しないような条件でご
使用ください。

u使用環境について
危険な流体を使用する場合は人を近づけない安全処置をして
ください。移送液の外部漏れが発生した場合、人が重症を負
うことがあります。

i移送液外部漏れ
ダイヤフラムの寿命などにより使用流体がポンプ外部に漏れ
ることがあります。使用流体によっては人体および設備に悪
影響を及ぼす恐れがありますので、ドレンパンなどの外部漏
れ対策を施してください。

oチューブ配管される場合の注意点
チューブ配管される場合は、JIS B 8370に従い、配管の支持
を行ってください。また、チューブに張力がかからないよう
に配管してください。

製品個別注意事項r
ご使用の前に必ずお読みください。
安全上のご注意につきましては裏表紙をご確認ください。
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q当社製品の適合性の決定は、システムの設計者または仕様を決定
する人が判断してください。
ここに掲載されている製品は、使用される条件が多様なため、そのシ
ステムへの適合性の決定は、システムの設計者または仕様を決定する
人が、必要に応じて分析やテストを行ってから決定してください。
このシステムの所期の性能、安全性の保証は、システムの適合性を決
定した人の責任になります。
常に最新の製品カタログや資料により、仕様の全ての内容を検討し、
機器の故障の可能性についての状況を考慮してシステムを構成してく
ださい。

w当社製品は、充分な知識と経験を持った人が取扱ってください。
ここに掲載されている製品は、取扱いを誤ると安全性が損なわれます。
機械・装置の組立てや操作、メンテナンスなどは充分な知識と経験を
持った人が行ってください。

e安全を確認するまでは、機械・装置の取扱い、機器の取外しを絶
対に行わないでください。

1.機械・装置の点検や整備は、被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処
置などがなされていることを確認してから行ってください。

2.製品を取外す時は、上記の安全処置がとられていることの確認を行い、
エネルギー源と該当する設備の電源を遮断するなど、システムの安全
を確保すると共に、使用機器の製品個別注意事項を参照、理解してか
ら行ってください。

3.機械・装置を再起動する場合は、予想外の動作・誤動作が発生しても
対処できるようにしてください。

r次に示すような条件や環境で使用する場合は、安全対策への格別
のご配慮をいただくと共に、あらかじめ当社へご相談くださるよ
うお願い致します。

1.明記されている仕様以外の条件や環境、屋外や直射日光が当たる場所
での使用。

2.原子力、鉄道、航空、宇宙機器、船舶、車両、軍用、医療機器、飲料・
食料に触れる機器、燃焼装置、娯楽機器、緊急遮断回路、プレス用ク
ラッチ・ブレーキ回路、安全機器などへの使用、およびカタログの標
準仕様に合わない用途の場合。

3.人や財産に大きな影響をおよぼすことが予想され、特に安全が要求さ
れる用途への使用。

4.インターロック回路に使用する場合は、故障に備えて機械式の保護機
能を設けるなどの2重インターロック方式にしてください。また、定
期的に点検し正常に動作していることの確認を行ってください。

警告

保証および免責事項／適合用途の条件
製品をご使用いただく際、以下の「保証および免責事項」、「適合用途の条件」
を適用させていただきます。
下記内容をご確認いただき、ご承諾のうえ当社製品をご使用ください。

当社の製品は、製造業向けとして提供しています。
ここに掲載されている当社の製品は、主に製造業を目的とした平和利用向け
に提供しています。製造業以外でのご使用を検討される場合には、当社にご
相談いただき必要に応じて仕様書の取り交わし、契約などを行ってください。
ご不明な点などがありましたら、当社最寄りの営業拠点にお問合せ願います。

注意

当社製品は、法定計量器として使用できません。
当社が製造、販売している製品は、各国計量法に関連した型式認証試験や検定
などを受けた計量器、計測器ではありません。このため、当社製品は各国計量
法で定められた取引もしくは証明などを目的とした用途では使用できません。

注意

『保証および免責事項』

q当社製品についての保証期間は、使用開始から1年以内、もしく
は納入後1.5年以内、いずれか早期に到達する期間です。※3）

また製品には、耐久回数、走行距離、交換部品などを定めているも
のがありますので、当社最寄りの営業拠点にご確認ください。

w保証期間中において当社の責による故障や損傷が明らかになった
場合には、代替品または必要な交換部品の提供を行わせていただ
きます。なお、ここでの保証は、当社製品単体の保証を意味する
もので、当社製品の故障により誘発される損害は、保証の対象範
囲から除外します。

eその他製品個別の保証および免責事項も参照、ご理解の上、ご使
用ください。
※3）真空パッドは、使用開始から1年以内の保証期間を適用できません。

真空パッドは消耗部品であり、製品保証期間は納入後1年です。ただし、
保証期間内であっても、真空パッドを使用したことによる摩耗、または
ゴム材質の劣化が原因の場合には、製品保証の適用範囲外となります。

『適合用途の条件』
海外へ輸出される場合には、経済産業省が定める法令（外国為替およ
び外国貿易法）、手続きを必ず守ってください。

※1）ISO 4414: Pneumatic fluid power -- General rules relating to systems.
ISO 4413: Hydraulic fluid power -- General rules relating to systems.
IEC 60204-1: Safety of machinery -- Electrical equipment of machines.

（Part 1: General requirements）
ISO 10218: Manipulating industrial robots -Safety.
JIS B 8370: 空気圧システム通則
JIS B 8361: 油圧システム通則
JIS B 9960-1: 機械類の安全性－機械の電気装置（第1部：一般要求事項）
JIS B 8433: 産業用マニピュレーティングロボット－安全性 など

※2）労働安全衛生法 など

注意：取扱いを誤った時に、人が傷害を負う危険が想定され
る時、および物的損害のみの発生が想定されるもの。

警告：取扱いを誤った時に、人が死亡もしくは重傷を負う可
能性が想定されるもの。

危険：切迫した危険の状態で、回避しないと死亡もしくは重
傷を負う可能性が想定されるもの。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害
を未然に防止するためのものです。これらの事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示する
ために、「注意」「警告」「危険」の三つに区分されています。いずれも安全に関する重要な内容です
から、国際規格（ISO/IEC）、日本産業規格（JIS）※1）およびその他の安全法規※2）に加えて、必ず守っ
てください。

安全上のご注意
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